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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プログラム名　　　　　　　　　　　　カンサイタンポポ　　　セイヨウタンポポ
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１、タンポポ探しに出かけよう　　　　　　　　　
学習指導要領との関連　　　　　　　　　　：在来種　　　　　　　：外来種

	小学校
国語
	１・２年
	B　書くこと
　（1）書くことの能力を育てるため，次の事項について指導する。
　 　ア,イ（略）
ウ 語と語や文と文との続き方に注意しながら,つながりのある文や文章を書くこと。
エ,オ（略） 
(2)(1)に示す事項については,例えば,次のような言語活動を通して指導するものとする。

　　 ア,イ（略）
  ウ 身近な事物を簡単に説明する文章などを書くこと。


小学校教科書関連単元　　　＊参考：東京書籍
	小学校　国語
	２年
	たんぽぽ


指導計画一例　　＊参考：東京書籍
小学校２年国語　２ 書いてあることを正しく読もう「たんぽぽ」

配当時間：１４時間　　本時：１３，１４時/１４時間
　

	配当時間
	主な学習活動
	
	評価規準

	１
	題名を読んで、タンポポについて知っていることを出し合い、学習のねらいを確かめる。
	
	【関】

・身近な植物の仕組みについて書かれた説明文に興味を持ち、発見したことや感想を進んで出そうとしている。

【読】

・タンポポの仕組みや仲間のふやし方を表すだいじな言葉を見つけながら読んでいる。

【書】

・タンポポの仕組みや仲間のふやし方が分かるように、だいじな言葉を使いながらまとめている。

【言】
・説明の順序やだいじな言葉に注意して、敬体で書かれた文章に読み慣れている。

	２
	説明文を音読し、感想を発表する。
	
	

	６
	事柄の順序や時間的な順序に気をつけながら説明文を読み、段落ごとに書かれている内容をつかむ。
	
	

	３
	タンポポの仲間のふやし方について教科書の言葉を使ってノートにまとめ、学習のまとめをする。
	
	

	２
本時
	教科書の教材として学習したあとの体験的なまとめ学習を行う。

（本プログラムの活用）
	
	


プログラムのねらい
〇タンポポの様子と知恵について学習したことを観察により確認する。　　
プログラムの内容
小学校２年国語の説明文「たんぽぽ」でタンポポについて学習したことをもとに、実際にタンポポを校庭で観察することにより、花のつくりや特徴について確認する。また、校庭にあるタンポポの写真を調べ名前を確認する。観察後はなかま分けを行い、お互いに発表し合う。

おすすめポイント
タンポポは観察しやすく、説明文「たんぽぽ」の学習をしたあとの観察を伴うまとめ学習として活用できる。また、小学校２年生には細かな種類のなかま分けは難しいと思われるが、比較的簡単な特徴（花びらの下のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そうほうがいへん),総苞外片)の反り返り＊詳しくは資料参照）により外来種と在来種を分けることができる。ここでは、小学校に就学してはじめて時間的な順序や事柄の順序などを考えながら内容の大体を読む学習をしたあと、教材であるタンポポの観察を行うことで学習のまとめとするとともに、種の分布特性や環境への適応を考えるきっかけとする。

関係機関の活用
〇インターネット活用
学習指導案
タンポポ探しに出かけよう　
小学校２年　国語　「時間的な順序や事柄の順序などを考えながら内容の大体を読むこと」
プログラムの位置づけと活用方法

単元の中での活用
小学校１・２年　国語　B　書くこと（2）(1)に示す事項については,例えば,次のような言語活動を通して指導するものとする。ウ　身近な事物を簡単に説明する文章などを書くこと。
説明文「たんぽぽ」→発展的な学習として活用
学習指導要領のねらい
経験したことや想像したことについて，順序を整理し，簡単な構成を考えて文や文章を書く能力を身に付けさせるとともに,進んで書こうとする態度を育てる。
使用教材
１）デジタルカメラ
２）資料P・２５

　　　　　　「タンポポの見分け方」
３）白地図（校庭や学校周辺）

４）虫メガネまたはルーペ（観察用）
５）参考書籍
「小学館の図鑑NEO　植物」　小学館　刊
　　　　　　「大自然のふしぎ　植物の生態図鑑」　学研教育出版　刊
授業の展開
小学校２年　国語「時間的な順序や事柄の順序などを考えながら内容の大体を読むこと」

　　　　　　　　説明文　「たんぽぽ」→発展的な学習として活用
本時１時間or２時間扱い
	時
間
	学習の内容と活動
	学習支援（●）と評価（○）
	備考（使用教材等）

	１
時
間
	・写真（図）を見ながらなかま分けの方法について聞く。

・白地図記入の仕方を聞く。

・校庭のタンポポを観察して白地図に書く。

・白地図をもとに（見てきた結果だけを）発表する。
	・事前に校庭にあるタンポポの写真をデジタルカメラ等で撮影してプリントしておく。

●在来種と外来種の見分け方（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そうほう),総苞)の特徴）について説明する。（＊参考書籍、P・２５資料参照）

●事前に撮影した写真を見せる。

●白地図記入の仕方を説明する。
●前時までに学習した内容の要点をまとめやすいように確認する。
○たんぽぽの仕組みや特徴をだいじな言葉を使いながらまとめている。【書】
●見分け方（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そうほうがいへん),総苞外片)）がわからない児童には必要な助言を与える。
	・デジタルカメラ

・資料

・白地図
・虫メガネまたはルーペ


	２時間
	・白地図をもとに自分で、或いは友だちと協力して、観察の結果をまとめる。

・まとめたことを発表する。
	〇観察した結果をもとに特徴の違いを捉えてまとめている。【書】
●まとめ方がわからない児童には必要な助言を与える。

	


プログラム活用の工夫
小学校２年の国語の発展的な学習として活用することを想定しているが、中学年や高学年において理科の学習（環境学習：都市化の指標となる植物の観察）などで活用することができる。１時間で扱う場合は観察した結果だけを発表することにとどめる。一方、発展的に２時間で扱う場合は、国語の書く能力を活用し、観察したことを自分なりにまとめる時間とすることも有効である。さらに、この学習をきっかけとして、自宅周りや身近な地域等に、少しでも目を向けさせることができれば、自然に対する興味や関心をもたせ、「自然観察力」を高めることにもつながっていくのではないかと考えられる。

資料

タンポポの見分け方

外来種
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１．セイヨウタンポポ：花
　　特徴：EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(そうほうがいへん),総苞外片)がほとんど下向きに反り返る。

花びらは黄色

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ないへん),内片)

在来種
２．シロバナタンポポ：花　　　　　　　＊花の中心部は花粉やEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(やく),葯)で黄色になる。
　　特徴：総苞外片が横向きに開く。
花びらは白色

内片　　　　　　　　　

　　　　　　
３．カンサイタンポポ：花
　  特徴：総苞外片が内片にくっついて上を向いている。　

花びらは黄色

内片


＊注：高知県に生育する種とその比率等、詳しくは「たんぽぽ調査　西日本2010　調査報
告書」で検索












